
INNERVISION (30・12) 2015  　11

　一体型SPECT/CTが臨床の現場に普
及し，ルーチンワークとして融合画像が得
られるようになったことの臨床的意義は
大きく，腫瘍性疾患の画像診断における
寄与も大きい。また，SPECT/CTは，
Ｘ線CTを用いた吸収補正を容易に行う
ことができるので，SPECTの画質向上に
も寄与することができ，ハードウエア，ソ
フトウエアの発展により，従来のfiltered‌
back‌projection‌method（以下，FBP法）
以外に散乱補正や分解能補正を加えた
ordered‌subset‌expectation‌maximiza-
tion‌method（以下，OSEM法）による
SPECTも臨床的に可能となり，より正
確な画像が得られるようになってきている。
　本稿では，腫瘍性疾患に対するSPECT/
CTの有用性について，SPECTと比較し
ながら概説する。

背　景

　本邦では，2002年に一部のがんに対
する 18 F-fluorodeoxyglucose（以下，
FDG）-PET の保険適用が開始され，
2010年からは早期の胃がんを除くすべて
の悪性腫瘍に保険適用が拡大しており，
悪性腫瘍の検査における18F-FDG-PET
の 果 た す 役 割 は 大 き い。 一 方 で，
18F-FDG-PETの普及に伴い，悪性リン
パ腫の診断における67Gaシンチグラフィ
など，腫瘍性疾患に対するシングルフォ
トン放出核種を用いた核医学検査の役
割は減っているが，骨シンチグラフィや
内分泌腫瘍の診断，センチネルリンパ節
シンチグラフィなどでは，依然としてシ

ングルフォトン放出核種を用いた検査の
果たす役割は大きい。これらの検査にお
いて，一体型SPECT/CTを用いてルー
チンワークとして融合画像を作成し，ト
レーサー分布の解剖学的位置情報を得
られることの臨床的有用性は高い 1），2）。
さらに，SPECT/CTはX線CTのデー
タを用いて吸収補正を行うことができる
ので，画質も向上し，臨床的にも有用で
あるとの報告がなされてきている。加えて，
ハードウエアおよびソフトウエアの発展に
より，従来のFBP法以外に散乱補正や
分解能補正を行ったOSEM法による画
像処理が可能となったことで，より正確
なSPECTが得られるようになった。

融合画像における
一体型SPECT/CTの
有用性

　SPECTとX線CTをそれぞれ別個の
装置で撮像し，ソフトウエアを用いて融
合画像を作成する場合は，体幹のねじ
れなどの修正困難な位置ズレが生じる可
能性や，全体の撮像時間が長くなるため
に腸管蠕動の影響を生じやすいなどの問
題 があ っ た 1），3）。一 方 で， 一 体 型
SPECT/CT装置を用いた場合は，装置
間の移動が不要なので全体の撮像時間
が短く，患者の負担軽減につながり，同
一の体位でSPECTとX線CTの両方の
撮像を行うので，X線CTを用いた吸収
補正や融合画像作成におけるレジストレー
ションの精度も向上できる。

SPECT/CTの画像診断に
おける融合画像の有用性

　融合画像は，SPECT画像でのトレー
サーの分布に解剖学的位置情報を付加
することだけではなく，X線CTの画像
所見も参照しやすくなるので診断精度の
向上への寄与も大きい。ここでは，当院
で 2012 年から稼働している一体型
SPECT/CT装置（GE社製Discovery 
NM/CT 670 Pro）の使用経験を基に，
腫瘍性疾患に対するSPECT/CTの有用
性について，SPECT画像，X線CT画像，
融合画像を提示しながら解説を行う。

1．骨腫瘍

　骨シンチグラフィでは変性などの良性
病変と骨転移との鑑別が難しい場合が
あるが，解剖学的位置情報やX線 CT
の画像所見が得られることで，その判断
が容易になることも多い 4），5）（図1，2）。
また，SPECT画像，X線CT画像，融
合画像が相補的な役割を果たし，過去
の検査と比較した病勢の評価などの読
影に際して診断医の負担軽減につながる
場合もある（図3）。

2．甲状腺がん

　甲状腺分化癌の放射性ヨードを用い
た診断や治療において，解剖学的位置
情報に乏しいSPECT画像のみでは判断
が難しい場合の診断精度の向上に融合
画像が寄与する6）（図4，5）。
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